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投資家とのかかわり

機関投資家・アナリスト・メディア
　当社は、半期に1回、機関投資家・アナリスト・メディア向け決算説明会を開催し、IR担当役員はじめ各事業部の責任者の出席のもと、
事業概況を説明しています。また、現場を実際に目で見ることで、当社の製造・研究に対する理解をより深めていただくため、機関投資家・
アナリスト向け施設見学会を随時実施しています。このほか、毎年、証券会社主催の国内外コンファレンスへも参加しています。

個人投資家
　当社は、年に1回、IR担当役員による個人投資家向け説明会を開催しています。
また、定時株主総会にご出席いただいた株主の皆様との建設的な対話を促進する
ため、総会終了後に「株主懇親会」を開催しています。

海外投資家
　IR担当役員が、毎年、米国・欧州・アジア等で開催される証券会社等主催のコ
ンファレンス等に参加し、直接海外投資家への説明および意見交換を実施して
います。
　当社は、国内外の投資家の皆様に、より迅速かつ公平な情報を開示することを
目指し、ニュースリリースや経営計画、年度決算および第2四半期決算の説明
会資料は原則として和英同時に当社ホームページに公表しています。

　当社は、ディスクロージャーポリシーを定め、当社が株式上場している東京証券取引所の定める適時開示規則に沿って
情報を開示しています。

①情報開示の基準
　当社は、金融商品取引法等の諸法令及び当社が株式上場している東京証券取引所の定める有価証券上場規程等の適時開示に関す
る規則（以下「適時開示規則」といいます）に従い情報開示を行っています。
　決定事実、発生事実、決算、子会社に関する情報といった有価証券の投資判断に重要な影響を与える事項が発生した場合、東京証
券取引所から照会があり、照会にかかる事実について開示を求められた場合、既に開示した重要な会社情報の内容について変
更、中止等が行われた場合に、適時開示規則に従い情報開示を行っています。
　また、会社説明会での発表内容等、適時開示規則上開示が求められる会社情報（以下「適時開示情報」といいます）に該当しない情
報についても、投資家のご要望に応えるべく、可能な限り、積極的に、かつ公正公平に開示するよう努めております。

②情報開示の方法
　適時開示情報に該当する情報については、東京証券取引所が提供する適時開示情報伝達システム（TDnet）にて公開するととも
に、当社ウェブサイトに速やかに掲載することとしています。また、適時開示情報に該当しない情報を開示する際は、適時開示規
則の趣旨を踏まえたうえで、適切な方法により正確に、かつ公正公平に当該情報が一般の投資家に伝達されるよう配慮しています。

▲決算説明会

社会とのかかわり
　当社グループは、持続可能な社会の実現が企業の成長・発展に欠かせないと認識し、製品・サービスを通して、人々の豊か
な暮らしに役立つ新たな価値を提供することはもとより、企業市民としてさまざまな社会貢献活動に取り組んでいます。

福祉基金
　当社グループは、地域貢献活動の一環として、本社、オフィス、工場、研究所、グループ会社毎、あるいは、合同で１９９７年より「福祉基金」
活動を行っています。本活動は、実際に福祉施設を訪問し、必要とされている物品をヒアリングしたうえで、寄贈を検討するケースもあり、
地域に密着した活動です。

地域住民との交流
　工場では、地域住民・近隣学校を対象とした工場見学会や説明会を継続的に実施しています。とくに、防災や環境への取り組みを説明
し、安心安全な工場であることへの理解の確保に努めています。このほか、工場周辺の公共道路や駅の清掃、地域住民との共同による
花の植栽など、地域の美化活動に参加しています。また、小野田工場では、山陽小野田市地球温暖化対策地域協議会と「夏休みエコ工作
体験」を共催し、参加した皆さんに「ペットボトル風力発電機」の作成を楽しんでもらいました。

企業冠賞
　当社は、有機合成化学の発展に寄与するため、有機合成化学協会の企業冠賞として、「日産化学・有機合成新反応/手法賞」を２００９年
度に創設し、新反応・新手法に関連する独創的かつ優れた研究業績を挙げた研究者に授与しています。２０１６年度の受賞者、千葉大学・
荒井孝義教授の研究は、独自の不斉触媒を創製することにより、触媒探索、錯体触媒の構造と機能の解明、それらを用いた新規反応開発を
推進しており、国内外から高い評価を受けています。

次世代支援
　２０１５年度より、官民協働の海外留学支援制度「トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム」へ参画してい
ます。これは、将来世界で活躍できるグローバル人材の育成のために、日本の各企業が寄付金を拠出し、かつ
審査委員として選考等に協力することで、日本の未来を支える高校生、大学生を留学生として世界各地へ
送り出すプロジェクトです。
　また、物質科学研究所と材料科学研究所では、近隣の小学校で出張授業を実施しています。２０１6年度は、
３校を訪問し、身近なテーマを取り上げ、２つの化学実験を行いました。生物科学研究所では、近隣の中学校の
生徒に職業体験の場を提供しています。２０１６年度は２校、４名の中学生に様々な業務を体験してもらいました。
その他、インターンシップの受け入れ、非常勤講師派遣も実施しています。

ディスクロージャーポリシー（抜粋）

　女子学生の皆さんに理工系分野の進路への興味関心や理解を向上してもらうため
の「夏のリコチャレ」は内閣府・文部科学省・経団連が共催するイベントです。当社は
2017年、初めて本イベントに登録し、7月、生物科学研究所での仕事体験や女性研究
員との交流に埼玉県内外の13人の女子中学生に参加していただき理系への興味を
深めていただきました。

夏のリコチャレ２０１７

59　　Nissan Chemical Industries, Ltd.  Annual Report 2017 Nissan Chemical Industries, Ltd.  Annual Report 2017　　60


	P001-002
	P003-006
	P007-008
	P009-010
	P011-012
	P013-014
	P017-018
	P019-020
	P021-022
	P023-024
	P025-026
	P027-028
	P029-030
	P031-032
	P033-034
	P035-036
	P037-038
	P039-040
	P041-042
	P043-044
	P045-046
	P047-048
	P049-050
	P051-052
	P053-054
	P055-056
	P057-058
	P059-060
	P061-062
	P063-064
	P065-066
	P067-068
	P069-070



